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一
　『父と子』
　
哲学者藤岡蔵六［
1891･2
─
1949･12 ］は、第一高等学校時代（明治
四十三年１９１０九月～大正二年１９１３七月）を、法哲学者恒藤恭［1888･12
─
1967
（１）･11 ］と第一部乙類（英語文科）の同級生として過ご
した、親しい友であっ
（２）た。藤岡は語る。
　
私は第一高等學
（イ）校文科一年乙類の一生徒となった。此級
クラス
に島根
縣出身の恒藤恭（当時井川恭）と言う秀才が居て、寄宿寮も同じ南寮だった で、何時の間にか親しく話をするようになった。また生粹の江戸児で、芥川龍之介と言うスマートな青年が居たが、彼はどう言う譯か私に近付いて來て、 「一度僕の宅へ遊びに來給え」と言うので行 て見た。當 彼の家は新宿に在って搾乳業を營んでゐた。二階へ通されて搾り立て 牛乳を御馳走になった。其時二人は何を話したか忘れてしまったが、田舎辯の私が東京辯に魅了され乍ら話し こと丈けを覺えている。私は多士濟々たる文一乙の中でも圖抜けてよく出来た是等二秀才と親交するようなったことを喜んだ。
（イ）當時の一高は本郷弥ヶ岡［原注
マ
（３）マ］
、今の東大農学部の在る場所に建っ
ていた。
 
（ 『父と子』九二
　
文科一年乙類）
　
藤岡は、愛媛県北宇和郡岩渕村（現宇和島市津島町岩渕）に生まれ、
県立宇和島中学校（現県立宇和島東高等学校）を卒業、当時「東京から往復一週間以上かかる」
（
九八
　
冬休み
以下、書名は省略する）
地から、
はるばる天下の秀才の集ま 第一高等学校に入学した。 「新橋驛に降りた時人込みの烈しいのに驚いた。田舎ではお祭り騒ぎの時にでもこんな人出は見られなかった。 」 （九一
　
初上り） 。
　
その回想録『父と子』は、 「伊豫國宇和島市の南方三里、岩松川の
中流に深い渕があって、其處に幾つかの大きな岩が聳えて居る。岩渕と言う村の名は是れに基いたものらしい 村は人家凡そ百軒、其一番東の端の家で私は生れ 。 」 （
　
岩渕村、藤岡）に始まり、父母とや
さしい三人 姉 囲まれた幼少期 第 高等学校入学 九二
　
文科一
年乙類）を経て、 「一一八
　
一高卒業記念旅行」 、父春叢との「一一
九
　
最後の別れ」 、 「一二〇
　
東大文科哲學科へ入学」 、 「一二一
　
父の
死」の大正二年（一九一三）で擱筆す
（４）る。藤岡は二十年間の病床生活
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　　　　　　
―第一高等学校時代の旅と読書―
高
　
重
　
久
　
美
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の後、昭和二十四年（一九四九）に亡くなったが、 「病やゝ小康を得」て、 「昭和二十三年七月十六日」 （はしがき）までに書き上げ、長男眞佐夫氏が昭和五十六年九月に私家版で上梓された。蔵六の幼年時代、一高時代、それらが昨日のことのように生き生きと細やかに表現されており、就中九一か 一一八にいたる 高在学時代の、 「一一八
　
一
高卒業記念旅行」を記す大正二 で終わることから、その三年間の思索と体験とがこの回想録を記す原点 あったと思われる。一高紀 祭についての思い（一〇一
　
記ママ
念祭）は、一高時代に対する彼の思いで
あったろう。
　
遠い楽しい夢の様な思出が、長い年月を經た今日でも、若い血
潮の息吹きを漂わせて、私の心に甦る。一高一年の記
ママ
念祭は、一
世一代 行事であり、魂の若返りである。
　
本稿は、藤岡の『父と子』 、自分と父という関わり（すなわち自己
の形成）に深い思いを寄せるその回想録を通し 一高時代の彼らの在り方を、交友を軸に考察するものである。
二
　
常陸野の旅─井川恭と藤岡蔵六─
　
藤岡は、芥川龍之介［
1892･3
─
1927･7 ］の良き理解者であり、芥
川もまた藤岡をよく理解し、その誠実な人柄を愛したこ は前稿で考察し
（５）た。井川、藤岡の親友であった芥川は、さすがに二人を鮮やかに
捉えている。恒藤が京都帝国大学に奉職、藤岡がドイツのフライブルグ大学に留学中の大正十一年九月九日 『恒 恭氏
（６）
』と題して、 「恒藤
恭は一高時代の親友なり。寄宿舎も同じ中寮の三番室に一年の間居りし事あり。当 の恒藤 だ法科にはいらず。一部 乙組即ち英文科
の生徒なりき。 」と始め、記す。
　
恒藤は又謹厳の士なり。酒色を好まず、出たらめを云はず、身
を処するに清白なる事、僕などとは雲泥の差なり。同室同級の藤岡蔵六も、やはり謹厳の士なりしが、これは謹厳すぎる憾なきにあらず。 「待合のフンクティオネンは何だね？」などと
屢
しばしば
僕を困
らせしものはこの藤岡蔵六 り。藤岡に コオエン 学説よりも、待合の方が難解なりしならん。恒藤はそん 事を知らざるに非ず知って而して謹厳なりしが如し。しかもその謹厳なる事は一言一行の末にも及びたりき
藤岡は待合のフンクティオネン（機能、働き）を理解できない謹言実直な人間であった。
１
　
井川に見る藤岡との交友
　
そういう藤岡に一高時代の井川は賤けの歌を贈った。二年生春休み
のことである。井川の『向陵記
（７）
』第四巻明治四十五年（一九一二）三
月卅一日条に記される。
ゆうべは降つた
　
けさはまだくもつてゐる
　
暑い
　
藤岡君ハ洋服
をきて支度をしてゐる
　
きのふ「見ぬ国の春にあくがれ常陸の野
大刀根こえて君 ひとりゆく」といふうたをつくつておくつた
　
菊池君と水戸までゆき
　
それから
　
ひとり大洗へゆき
　
何とかい
ふ鉱山の友人のところへゆくんだそうだ
暫く井川の記す藤岡との交友を見る。右の二ヶ月半ば前には、Ｆ君として「むさし野」に活写す
（８）る。二年生の同年二月十一日、紀元節の休
日、二人で武蔵野のおもかげ残る近郊に出かけ、その記事が井川の地
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元松江の新聞『松陽新報』に二月二十一日～二十四日の四回にわたって連載された。その（二）より摘記する。
Ｆ君は去
きよ
年ねん
の末
すゑ
まで此
この
谷たに
あひの農
のう
家か
の一軒
けん
に間
ま
借が
りをして居
ゐ
たの
である『君きみ
、こんなところによく
居を
られたね、こんな
淋さみ
しい所に』と云
ふと『あ、ずい
分ぶん
淋さみ
しかつたね、しかし
夕ゆふ
方がた
は
佳よ
かった、
何なん
となくよ
かつた』『静しづ
かなと
言い
つても
思おも
ひ
切き
つてしづかだ
賑にぎや
かな
下した
町まち
の
方ほう
へゆくと
うれしかつたらうね』『それはうれしいとも、
馬ば
鹿か
にめづらしくてね、けれど
夜よる
なんか
ひとり歸
かへ
つて來
く
ると、非常に佳
い
いと思
おも
つた事
こと
もあつたよ、あ、手
て
紙がみ
が來
き
て居
ゐ
るかもしれないから』とその田
いなかや
舎家へＦ君
くん
は這
は
入い
つて
行い
つた、でもいくらか懐
なつか
しみがあると見
み
えてしばらく話
はな
して出
で
て
來き
た、手
て
にはしわになつたハガキを一
いち
枚まい
持も
つて居
ゐ
る、それが私
わたし
に
まで大
たい
變へん
なめつけ
000
物もの
のやうにも思
おも
はれた
　
大正二年（一九一三）九月廿八日、京都帝国大学法科大学政治学科
に入学した井川が上京した折には、神田神保町に繰り出し、ダンヌンツィオとシング（シンジ）の本を購入して喜ぶ芥川を井川と藤岡二人が温かく見守っている（ 『向陵記』第八巻） 。
さっき電話をかけておいた藤岡君と柳町であって、はなし乍ら本郷へのぼっていった。 （中略）藤岡君と二人、芥川君のうちへかへり、三人でさかんにはなし 。よるになってから三人神田へいって、古本屋をあるいた。芥川君
は東条でめっけておいたシンジの本をかひ、更に松村でダンネンチオの
D
A
U
G
H
T
E
R
 O
F
 JO
R
IO
をめっけて大よろこびしてゐた。
　
大学三年であった大正四年八月に『松陽新報』に連載された井川の
『翡翠
記（９）
』
に記される「二三年前に寄越した古い」Ｆの手紙も二人の
交友の深さを現している。Ｆの手紙は前稿に紹介し
）10
（た。核心部を引用
し
）11
（て、他は省略に従う。
僕が堪へがたい苦
くるし
みとなつて涌
わ
いて來る、日獨學舘に居た頃僕の
君に對する態度のあまりに餘
よ
所そ
々々しく親みに薄かつた事を許し
て呉れ玉へ、僕は充分君を尊敬もし愛しもして居た、それだのに僕の頑固なそして遊戯的皮肉な心が知らず〳〵僕を驅
か
つて、とも
すれば君に楯突かうとする様なおそろしい振舞に出さしめるのであつた、君よ併
しか
しながらかゝる振舞は要するに僕の缺
けつ
點てん
には相違
ないけれど決し 僕の眞意では無かつたのだ、僕自身はも少物やさしい親みのある人 つこい人間であると心 思つて居る、たゞそれを巧
うま
く──否巧妙でなくとも好い、卒直にありのまゝ表
現することをなし得ない人間な である、
日独学館は、一高のドイツ語教師で牧師でもあった三並良と独逸人教会の牧師シュレーデルとの共同経営になる一種の学寮。藤岡と井川は、大正二年四月十二日北寮四番室から退寮し（ 『向陵記』第八巻） 、一高最後の学期を学館の同室で過ごした。
２
　「常陸旅行」
　
井川が『向陵記』に記した藤岡の旅行の全容を『父と子』に見よう。
藤岡は、宇和島中学の先輩窪田さん（六三
　
下宿生活・七一
　
寄宿
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舎・九一
　
初上り）に会おうと常陸に旅する。同級菊池の故郷水戸に
立ち寄り、窪田さんに日立鉱山を見学させてもらった後、陸奥国の歌枕「勿来の関」を訪れ、暫し感慨に耽る。菊池は同級の菊池寛と区別するため「Ｇ菊池 とも記される菊池源五郎（雪城） 。井川と同じく一高卒業後、京都帝国大学法科大学に進学し、卒業後は東京電気会社へ入社した（ 『向陵記』人名解説索引） 。藤岡の「常陸旅行」全文を紹介す
）12
（る。　
春休みが来た。此休みも短いので帰國を断念し旅行をすること
にした。帝大の採鑛冶金科を卒業した窪田さんが日立鉱山に勤務してゐたので、私は常陸旅行を思い立っ 。此計画を聞いた恒藤は　　
見ぬ國の春にあくがれ常陸野の
　　
大利根越えて君ひとり行く
と言う和歌一首を餞けにしてくれた。同級の菊池（雪城）は　「君、日立へ行くなら、僕の宅は水戸にあるから是非寄って行き給え」と親切に言ってくれたので、私は其好意に甘え同行することにした。汽車の中で私が一寸本を出 讀んだ所 彼　「君、本は何時でも讀める、外の景色を見給え」と言うので、私はいかにもと思い本を閉じた。まだ見ぬ國の春を心に描き乍ら、私は彼から水戸公園の話などを聞きつつ ひとりで無く二人で行く身の幸を祝福した。　水戸にある菊池の家では皆から歡待された。遠来の友人を、ど
うしたら慰め喜ばせることが出来る と、彼 是れ心配してくれ
る彼の真情が私にはよく分って嬉しかった。翌日彼は水戸公園を隅から隅まで案内してくれた。音に聞く名園の梅は、既に花が散って、若葉と實との準備をはじめて居た。厚く禮を述べて彼の家を辞し一人で日立へ向った。　
日立鉱山では、窪田さんと一緒に坑内服を着て坑内を見学した。
冷いジメジメした空気が身に浸みた。陰惨な坑内作業を見て、これは容易な仕事じゃないと思った。半日で鉱山と別れ、勿来関へ向った。私は助川まで来 此古関を見ずに帰る気にはな なかったのである 小高い山 登ると関跡へ出た。道もせに散った昔の山櫻は既に朽ちて、若木の櫻が数本咲いてゐ は石の上に腰掛けて、北方 展開する土饅頭の様 山々を眺め乍ら感懐に耽っていると、貞任の代りに一匹の兎が飛び出して来た。勢よく跳ねて近付 て来たが、ふと私の姿を認めた彼は慌て 踵 返し、元の道へ北げて行っ 。山の片側は太平洋 浪で洗われているので成程此の狭い道路を攻めたり攻められたりする外なかったのだなあと分った。　
霞ヶ浦を汽船で渡って、香取、鹿島神社に詣で、磯で名所の大
洗を見物し、千葉を經て東京へ帰っ 。 
（一〇三
　
常陸旅行）
　
井川の歌は、 『父と子』と『向陵記』とで、語句に異同がある。 『父
と子』の藤岡の記した方が「常陸野の大利根」という言葉続き、 「君ひとり行く」と字余りでなく収まるなど、歌としての完成度は高い。
見ぬ國の春にあくがれ常陸野の大利根越え 君ひ り行く 
（ 『父と子』 ）
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見ぬ国の春にあくがれ常陸の野大刀根こえて君はひとりゆく 
（ 『向陵記』 ）
「道もせに散」った昔の「山櫻」は、八幡太郎義家「勿来の関」の歌
吹く風をなこその関と思へども道もせに散る山桜かな
　　　　　
を踏まえた
も
）13
（の。藤岡は「
勿な
来こそ
関」の「なこそ」に（吹く風よ） 「
勿な
来こそ
」 （来るな）の意をこめて、 「道もせに散る山桜」を惜しんだ源義家
の歌を「引歌」として、古関の桜に感慨を深めている。彼の文章は、前掲『翡翠記』所載「Ｆの手紙」にしても自己の心理をよく分析説明して、感動を覚える。最も印象に残るのは、 『父と子』中でも、屈指の、景情並び立ち、文学の香り高いこの「常陸旅行」である。前半の人の好意を細やかに感じ取る心、蔵六本人 素直な心、後半の「陰惨な坑内作業」劣悪な労働環境への視線や、そこで働く人を気遣う人間的な優しさ、義家の勿
な
来こそ
関を詠んだ歌との重層、前九年の役の義家と
安倍貞任の攻防に思いを馳せる情景描写、 守株待兔 （ 『韓非子』 ）を響かせた慌てる兎 ユーモラスな描写 社会意識、時代へ 鋭い洞察古典や歴史の教養、バランス とれた見事な文章である。蔵六、二十一歳。旧制高校生、一高生 柔らかな 性、教養の厚み、深さを感じる。　　
三
　
追憶の赤城─西川英次郎と芥川龍之介─
　
藤岡の常陸旅行を見た。そこには、 「遠来の友人を、どうしたら慰
め喜ばせることが出来るかと、彼れ是れ心配してくれる」同級生菊池源五郎（雪城）の「真情」も述べられていた。藤岡 は、親友であった芥川や井川のほかに菊池のような同級生が また、彼ら第一部
乙類（文科）以外にも、藤岡の心に残る人々がいた。一高一年時の寄宿寮は、各科各組の者が寄り集まって一室を成して 故に、藤岡は「南 八番」で違った組の生徒と交友を持った。ちょうど井川が南寮十番で第一部甲類（英法）の矢内原忠雄と親しかったように。藤岡は四谷須賀町の「東京の田舎者見たような感じのする」 （九三
　
寄
宿寮）第一部甲類の杉村英三郎［
1891･3
─
1949 ］や下谷区車坂町の
「獨法科の快男子」 （九八
　
冬休み）第一部丙類の岩松三郎［
1893･12
─
1978･12 ］と親しんだ。彼らとの「思出が、長い年月を經た今日で
も、 」 「心に甦る」一高時代、三年間 思索と体験の最後に「一 八
　
一高卒業記念旅行」は位置する。考察してゆきたい。こ 旅行 ついては、井川の「赤城の山つゝじ」 （ 「四１赤城山」で論じる）がよく知られ いる。赤城山を選んだのは芥川 あろう。先ず、赤城山と芥川について見ておきたい。　
芥川は明治四十四年、一高一年の春休みに、府立三中以来の親友、
一高第二部乙類（農科）の西川英次郎［
1892･3
─
1988･4 ］と残雪の
深い赤城山へ登った。消印七日 赤城山 絵葉書（明治四十 四月六日付山本喜誉司宛芥川書簡
61）
）14
（
に描写している。
雪が三尺もつもつて殆ど全く凍つた沼を囲む山々はまつ白です濁つた青空に火口原を掩ふ白樺の林が
　
強い北風にふかれて枝を
ゆすつてゐるのは壮観です　　　　　　　　　　　　　　　　
六日山頂にて、
　
 龍
　
生
西川も芥川との交友を回想して語
）15
（る。
　
中学校から高等学校時代にかけて、芥川とは旅行に何度か出か
けています。中学校時代に──たしか四年のときでしたか、二人
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 22 
で浅間山に登ったのが最初の旅行だったと思います。これは徳富蘆花の多摩川の上流をいく紀行文を辿ってみようという計画で、日向和田で下車し、多摩川の上流沿いに甲州へ抜け、昇仙峡から小諸に出て、浅間山に登り、追分に出たわけです。高等学校に入ってからは、赤城山に登 ました。それから日光塩原、富士の裾野を半周する旅行もしま た。日光塩原のときは、ちょうど学校で沼津方面に行軍演習があったのですが、二人 も病気と称して休み、こっそり出かけたもので
）16
（す。
芥川はまた、 『追憶』の、死の年に書いた「西川英次郎」に記
）17
（す。
　
西川は渾
あだ
名な
をライオンと言つた。それは顔がどことなしにライ
オンに似ていた為 ある。僕は西川と同級だつ めに少なからず啓発を受けた。中学の四年か五年の時に英訳の「猟人日記」だの「サッフォオ」だのを読み囓
かじ
つたのは、西川なしには出来なか
つたであらう。が、僕は西川には何も報いるこ は出来なかつた。若も
し何か報いたとすれば、それは唯足がらをすくつて西川を泣か
せたことだけであらう。　
僕は又西川と一しょに夏休みなどには旅行した。西川は僕より
も裕福だったらしい。しかし僕等は大旅行 しても、旅費は二十円を越えたことはなかつた。僕はやはり西川と一 ょに中里介山氏の「大
だい
菩ぼ
薩さつ
峠とうげ
」に近い丹波山と云ふ寒村に泊まり、一等三十五
銭と云ふ宿賃を払つたのを覚えてゐる。しかしその宿は清潔であり、食事も玉子焼などを添へてあつた。　
多分まだ残雪の深い赤城山へ登つた時であらう。西川はこごみ
加減に歩きながら、急に僕にこんな を言つた
　「君は両親に死なれたら、悲しいとか何とか思ふかい？」　僕はちょつと考へた後、 「悲しいと思ふ」と返事をした。
　「僕は悲しいとは思はない。君は創作をやるつもりなんだから、さう云ふ人間もゐると云ふことを知つておく方が善いかもしれない。 」　しかし僕はその時分にはまだ作家にならうと云ふ志望などを持
つてゐたわけではなかつた。それをなぜさう言はれたかは未だに僕には不可解である。
最後の一文は、芥川の本質を見抜いた西川への驚きと敬意の、芥川一流の表現であろう は自死する年に『追憶』として赤城山 西川の姿と言葉を書き留めたのである。　
四
　
一高卒業記念旅行─上毛三山廻り─
　
明治四十四年、一高一年の春休みに残雪の深い赤城山で西川が芥川
に言った「君は創作をやるつもりなんだから」に関わって、 『父と子』から離れてしまった。西川の井川についての
）18
（言を挙げて、
　
高等学校に入ってからは、芥川は井川恭（恒藤）と親しく、た
まに彼に会うと、よく井川の噂をしていたのを覚えています。わたしも井川氏とは時々顔をあわすことがあっ ですが、元来わたしは人づきあいのいい方ではなく、遂に言葉を交わすことなく終って まいました。
「一高卒業記念旅行」に移ろう。一高卒業式を七月一日に控えた大正二年（一九一三）六月下旬、芥川・井川・藤岡に、井川と仲の良かった長崎太郎を加えた四人は赤城山（一八二八ｍ） ・榛名山（一四四九
23 　藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介
ｍ） ・妙義山（一一〇四ｍ）の上毛三山廻りを目論んだ。長崎は、一高最後の学期を井川、藤岡と同じく日独学館で過ごしていた 赤城山の印象の強い井川の「赤城の山つゝ 」に比し、藤岡の「一高卒業記念旅行」はバランスよく記録されている。全文を紹介する。
　
一高卒業間際に、校長の更迭が文部省から発表された。生徒は
騒ぎ出した。三年生が中心となって、新渡戸校長留任運動を起したが、結局駄目だった。卒業記念寫眞には、新旧 が中央に並んで、生徒と一緒に撮影された。　
一高卒業記念に、上州三山廻りをしようと言う話が、芥川、恒
藤、長崎、藤岡四人の間に持ち上り、都合により妙義山登りは止めて、赤城山と榛名山 へ登ることに相談一決、初夏の薫風に送られて、四人は東京を出発した。　
赤城の山路は嶮岨だった。四人は喘ぎ喘ぎ登ったが、もう頂上
近いと思われた頃 路が急に開けて、眼前に一大パノラマが展開した。一同は思わず聲を放って感嘆した。看よ！前方遙か大沼湖の水が紺碧に光っている 湖辺から緑の牧場が續いて、放牛 、白樺 林、それを点綴する紅い躑躅の間 、長閑に遊んでゐる私はこんな高い山の上に、こんな廣々とし 美 い景色があろうとは夢想だもしなかった。こ は全く天上 楽園だと思った。四人は勇躍して湖畔の旅人宿 着いた。皆で宿帳をめくって居ると、村田祐治先
）19
（生の名が見付かった、先輩河合榮治郎さ
）20
（んも来てるぞ
と誰かが叫んだ。四人は愉快に話しながら食事した。　
山頂湖畔の朝は冷んやりと爽快だった。湖上には淡靄が立ちこ
めて居た。朝食を済ませてから湖辺に聳える小高い山に登った。
山には一面に高山植物が宝石のような花を咲かせていた。午前中に赤城を下り榛名へ向った。　
伊香保には宏壮な温泉旅館が立ち並んでいた。とある一つを選
んで、一高生ですがと言って宿泊を頼んだ。番頭は余り進まぬ顔をし乍ら四人を二階の 室 案内してくれた。疲れた身体を温泉に漬した気持ちは快かった。　
翌朝榛名神社まで榛名湖畔の道を歩いた。榛名湖の風景は、赤
城のそれに比 、余程俗界に近い感じがするが、併し和やかな暢んびりした景色で気が楽になった。芥川は赤城路 脚に應えたと言ってひとり旅館に残った。神社から旅館へ帰って見ると、彼は一人の紳士と知 合い な ていた。上野櫻木町の人で、今日自分も東京へ帰るからと言って、四
）21
（人と同じ列車に乗った。或驛で
皆が新聞を買 読んでいると、此紳士は新聞 出ている新陸相楠瀬中將は自分 親戚だ 言った。汽車 上野驛へ着い 時、四人は此紳士と別れて相談した。彼は四人の切符をも一緒に買って吾々から金を受取らなかったので、どうしようかと言うのである。あんな金持ちなら出して貰っても宜いだろ と言 説も出 が、縁故も無い に奢らせて 済まんと言うことになり 翌日芥川と私とが皆の切符代を持参し 返すことに 櫻木町の彼の住宅は立派であった。押問答の末切符代 受取って貰っ 。　　　
×
　　
×
　　
×
　　
×
　
高等學校三年間に私の精神生活は幾つかの新しい出発を遂げた。
其一は個性の自覺 その深化とである。其二 由 尊重 平和の愛好とである。其三は人道主義の確立である。其四は静座であ
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 24 
る。而して此期間に私の眼界は世界的に擴大され、國際的文化主義の萌芽が出現した。 
（一一八
　
一高卒業記念旅行）
　
藤岡は芥川、井川、長崎と四人で赤城山の景色に感激し、湖畔の旅
人宿の宿帳に一高の先生や先輩の名を見つけて喜び、芥川と二人の伊香保の と帰途の紳士との出来事を記す。楽しそうな全体に明るさの漂う文章である。 「 卒業記念に、上州三山廻りをしようと言う話が、芥川、恒藤、長崎、藤岡四人 間に持ち上り、都合により妙義山登りは止めて、赤城山と榛名山とへ登ることに相談一決、 」とあるが、 「妙義山登りは止めて、赤城 榛名山とへ登ること」にしたのは、芥川と藤岡の二人である。井川 「赤城 つゝじ」 （五）末尾に「其
その
日ひ
七里
り
のみちを前
まえ
橋はし
へ降
お
り、電
でん
車しや
で伊
い
香か
保ほ
の温
おん
泉せん
に行
い
って泊
とま
り、
あくる日
ひ
は榛
はる
名な
の山
やま
にのぼつたその又
また
あくる日
ひ
は二組
くみ
にわかれ、僕
ぼく
は
太た
郎らう
君くん
と妙
めう
義ぎ
山さん
の方
はう
へまはつて上
じやう
毛もう
の三
さん
山ぐ
を經
へ
めぐつた」と記される。
　『父と子』はしがきは、 「本書に関係のある数十冊の日記帳と、数冊の感想録と、二冊の反省録と、一冊 小倉百 一首と、及び数十葉の寫眞とが、戦災のため全部消失したのは遺憾に堪えない。 」と結ばれる（昭和二十三年七月十六日） 。謹言実直で誠実な藤岡であっても、記憶を頼りに復元したわけで、誤りもあろう。藤岡の数十冊の日記帳が戦災のため失われて まったのが惜しまれる。　
１
　
赤城山
　　　　
　
一高卒業記念旅行は、彼ら四人それぞれに特別の思い出を与えてお
り、井川には右の「赤城の山つゝじ」
あ
）22
（る。旅から一ヶ月も経な
い、七月十六日から二三日にかけて『松陽新報』に五回にわたって連載、自然の美しさと静けさに打たれた感動が手慣れた文章で綴られている。恒藤（井川）はこの旅行が忘れ難かったのであろう、 「友人芥川の追憶」 （ 『文藝春秋』 （芥川龍之介追悼号）昭和二年九月号） 、 「芥川龍之介のことなど」 （雑誌『知慧』 （秋田屋書店 に昭和二十二年五月から翌年八月まで連載） 、四十余年後の「青年芥川の面影」そ ぞれに、書き残している。それらを参考に、一高卒業記念旅行を見て行く。 「芥川龍之介のことなど」四十章によって日程を確認
）23
（し、
　
六月二十日に卒業試驗は終つた。その翌日の午前、新宿に芥川
をおとづれ、赤城行きの打ち合せをした。二十二日あさ芥川龍之介、長崎太郎、藤岡藏六と私との四人が上野駅から出発した。三年間一緒にすごした高等学校生活の名残りを惜しむための旅行であつた。　
先づ赤城山の中腹にたどりつき、湖畔の宿に一泊した。あくる
日のあさ絶頂を窮めた後、下山して、前橋を經由、伊香保の温泉で一泊、二十四日は榛名山に登つ 。その翌日、芥川と藤岡とは帰京し、長崎と私との二人は妙義山から軽井沢にまはつた上帰京した。
簡にして要を得た「青年芥川の面影」によって全体像を把
）24
（握、
大正二年七月に私たちは一高を卒業して、芥川は東京帝大の英文科に入学するし、私は京都帝大の法科に入学した。それに先立って、卒業試験の終った後の六月下旬に、同級生四人が記念のための旅行をした。一行は芥川のほかに藤岡蔵六（哲学 専攻 が先年病死した） 、長崎太郎（終戦後に創設され 京都美術大学の
25 　藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介
学長となっていたが、いまは退職して郷里の土佐にいる）および私であった。私たちは足尾鉄道の上神梅で下車、五里の山みちをのぼって赤城山の中腹にたどりつき、大沼の岸べの宿屋に一泊した。四人のなかでは芥川がいちばん山みちに行きなやんだ。あくる日のあさ早く起きて赤城山の頂上まで登った後、下山して伊香保の温泉で一泊、そのあくる日は榛
は
名るな
山に登った。さらにその翌
日芥川と藤岡は帰京し、長崎と私は妙義山にのぼった。
　
芥川の自殺直後に執筆した「友人芥川の追憶」を見て行こ
）25
（う。
　「友人芥川の追憶」は、一高時代の芥川と、芥川との交友を書きしるしたいとしており、芥川の姿を記憶の底から呼び戻して、浮かび上がらせようとしている。結果、緊張感ある的確な筆致で芥川像が き彫りにされている。全十五章に分かたれ 内の「十四章」が一高卒業記念旅行を語っ おり、赤城山での芥川の姿が生き生きと描かれている。
　　　　　
大正二年に私たちは一高を卒業した。六月の試驗のすんだあと、
芥川、藤岡、長崎、私と四人の同級の者が、赤城、榛名 山々へ旅した。　
私たちは先づ赤城山を目ざした。
　
足尾鉄道の一小駅上
かみ
神かん
梅ばい
で下車した私たちは、森林の茂みを縫
ふ嶮しい山みちを登つて行つた。芥川はその年の春胃拡張を病み不換金正気散といふ漢方藥の二合分を一合に煎じ詰めたものを根気よく呑んで、それを癒したあとだつた。彼は大分登りなやんだ。「こんなに心臓が鼓動する」といふから、その胸に手を当てて見ると、なる程むやみと心臓が鼓動 てゐた。 「これでもつて好く
登れるね」と私は感心した。　
大黒檜と地蔵が嶽との間の外輪山の凹みにたどりついたときは、
もう日暮れに近かつた。黄ばなの梅鉢草やゆきわり草の花の上に坐して暫く憩うた。うしろを振り向くと、今まで登つて來た方角の上州の平野の眺めが遥かな思 さそひ、ゆくての谷を見おろすと、みどり 牧場に数知れぬ牛や馬があ んでゐた。牧場の盡きるところには湖の水が白く光つてゐ 草鞋の足かろく四人は夕炊のけむり 一すぢ立つ方へと降 行つた。　
技振りのやさしい山梨の木が一杯に梢を張り、純白な花をこぼ
れるやうに笑かしてゐた。　
あるいて行くうちにも、 「ほんたうに佳いだらう。うつくしい
だらう。だから僕は赤城が一等好きだ て云ふんだ。ねえ、何処よりもいいだらう」と、芥川は大へん得意だつた。ウイリアム・ブレークの版画などをみせて呉れたときのや に得意だ
）26
（た。前
の年の春休み こ
）27
（ろ、まだ湖畔が雪にうもれてゐる折りに彼は來
たことがあるの つた （後略）
右の「技振りのやさしい山梨の木が一杯に梢を張り、純白な花をこぼれるやうに
笑
かしてゐた。あるいて行くうちにも、 「ほんたうに佳い
だらう。うつくしいだらう。だから僕は赤城が一等好きだつて云ふんだ。ねえ、何処よりも いだらう」と、芥川は大へん得意だつた。ウイリアム・ブレークの版画などをみせて呉れたときのやうに得意だつた。 」には、芥川の感性の瑞々しさが巧みに捉えられていて、芥川の姿は精彩を放っている 赤城が一等好きだという芥川が、特別の印象をもって伝わってくる。宮沢賢治 童話「 まなし」の、月あかり
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 26 
川の水の中が、流れてきたやまなしのいい匂いでいっぱいになり、蟹の親子が幸福感に包ま る様が思い浮かぶ。　
恒藤が一高時代の芥川及び芥川との交友を記そうとして、記憶の底
から呼び戻し、最後に配したの
）28
（は、枝振りのやさしい、一杯に梢を張
り、純白な花をこぼれるやうに笑かしてゐる山梨の木と、赤城山の佳さ、美しさを語って得意だった芥川が印象深い一高卒業記念旅行であった。恒藤（井川）は芥川の姿を思い起こそうとした時、 「
茜あかね
色いろ
の
燃も
ゆるやうな赤
あか
城ぎ
つゝじ」 （ 「赤城の山つゝじ（二） 」 ）ではなく、山梨
の純白な花と共にある芥川 姿が浮かんだのである。　
そこで旅行直後に書かれた「赤城の山つゝじ」に立ち返る 、先ず、
井川が「枝振りやさしい山梨の木が一杯に梢を張つて純白な花をこぼれるやうに
笑
かして
　
居る」 「その
枝えだ
を
撓たわ
めて
花はな
の
香かを
りをかぎながら
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V
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あんな氣がしはしないか」と問
いかけ、それに触発されて芥川が「ほんとうに佳
い
いだらう！美しいだ
らう！だから僕
ぼく
は赤
あか
城ぎ
が一等
とう
好す
きだつて言
い
ふんだ、ねえ、何
ど
処こ
よりも
佳い
いだらう」と言ひつゞけた。 」 （三）のに気付く。赤城山の佳さ、美
しさを語ってウイリアム・ブレークの版画などをみせて呉れたときように得意だつた芥川の感性の瑞々しさと共にそれ 引き出した井を思う。藤岡の「常陸旅行」に「見ぬ国の」一首を餞けとした井川は、この旅行でも「やま
梨なし
のたわゝに
笑
ける
白しろ
き
花はな
に
身み
を
隠かく
れ
居ゐ
てうた
ふ
鳥とり
かな」と作歌したのみでなく（三） 、芥川の感性の引きだし役と
なっている。
　
その恒藤が記憶の底から呼び戻そうとした時、 「
赤あか
城ぎ
のいたゞきの
湖みづうみ
の
静しづ
けさこそはまたなく
慕した
はしいものであつた。 」 （五）と結ぶ
「赤城の山つゝじ」において、その（三）に捉えた芥川の姿が迫ってきたのである。　「二１井川に見る藤岡との交友」でイタリア、ダンヌンツィオのDA
U
G
H
T
E
R
 O
F
 JO
R
IO
（
1907 ）を購入して喜んでいた芥川が、自
分の読んだダンヌンツィオの小説を列挙した中に「巌上の三処女」がある（大正二年八月十二日付浅野三千三宛芥川書簡
115） 。
D
'A
nnunzio
は〝
死の勝利
〟
をはじめ〝
薔薇のロマンス
〟 〝
百
合のロマンス
〟 〝
柘榴のロマンス
〟
と称せらるる小説九冊の英
訳（
H
E
IN
E
M
A
N
N
の版と
P
A
G
E
の版とあり候）成りし筈なれ
ど僕は半分ばかりか読まざる為確な事は云へず候へど読みし分（〝
死の勝利
〟 〝
生の焔
〟 〝
犠牲
〟 〝
巌上の三処女
〟 〝
逸楽の子
〟）の
英訳あるは確に候
近代文学館芥川旧蔵書の、大正二年三月三日に読了したダンヌンツィオ
L
e vergini delle rocce （
1895 ）の英訳本
the m
aidens of the rocks
（
P
age1906 ）には、十七頁十五─二十二行を初めとする傍線
25　
下線
７の書き込みがあり、 は読みこなしてい
）29
（る。井川も同元年十月に
読了しており、それ故の二人の会話である。芥川は、一高を卒業し東大への入学が決まっていた夏休み 八月八日～二十 日を、不二見村（現静岡市）の禅寺新定院に滞在し、午前中は読書、午後は江尻の海辺で泳ぐ日々を過ごしていた。そ 様を井川に伝え 、右に続く書簡の「
D
'A
nnunzio
の
T
rium
ph of D
eath
に
G
iorgio
と
Ippolita
が海水
浴をする美しい描写があった。藻のかほりと髪のかほりと 中に伊太
27 　藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介
利の海が鋭い銀色に光る官能的なあの
P
A
SSA
G
E
はかうして砂の上
に寝て海の声をきいてゐるとしみじみと心によびかへされる」 （同年同月十五日付井川恭宛芥川書簡
116）も、ダンヌンツィオ「死の勝利」
（
1894 ）の主人公らが海水浴する一節を活き活きと捉えて、自家薬籠
中のものとしてい
）30
（る。
　
卒業記念旅行の芥川の絵葉書（消印二十四日）
　　　　　　　　　　　　　　
水楢落葉松白樺の若葉
　
山つゝじのにほひ
　
鶯の声
　
その間に燻
し銀のやうな湖が鈍く光つてゐます何処かに人の好い頬の赤いすこつとらんど人がゐて
B
A
G
-P
IP
E
をふいてゐるやうな気がしてしかたがありません　　　
廿三日
　　　　　　　　　　　　　　
赤城にて
　　
龍
　　
M
y heart is in the H
ighland!
（大正二年六月二十三日付山本喜誉司宛芥川書簡
103）は、芥川が
スコツトランドの詩人ロバート・バーンズの「
M
y heart is in the 
H
ighland! 」 （我が心ハイランドにあり）の詩境にあったことを伝え
る。明治四十四年（一九一一） 、西川、中塚ら三中の友人六人と七月十五日夜から十八日午前にかけて「東京から青梅街道を青梅まで
　
青
梅から御嶽の頂まで
　
御嶽から甲州街道を東京まで
　
合せて彼是三十
里ばかり歩きました」夜
）31
（行にも「懐しいこのハイランドを去つたのは
十七日の夕でした「さようなら
　
ハイランド」 「さようなら
　
ハイラ
ンドの人々」 （明治四十四年七月十八日付山本喜誉司宛芥川書簡
66）
と記して、バーンズ詩「
M
y heart is in the H
ighland! 」の愛唱を窺
わせる。そのバーンズの 集は井川も読んでおり、注（
30）の読書リ
スト原本明治四 四年十一月に「
5 R
O
B
E
R
T
 B
U
R
N
S P
oem
s 」とあ
る。芥川ら一行七人の夜行の四ヶ月後であり、芥川が井川に教えたのであろう。　
井川と芥川は互いに読んだ書物を受容し、触発しあっている。
　
２
　
伊香保
　
赤城山の旅を追ってきた。榛名山へ登る二十三日の伊香保の宿以降
を見ていこう。 「妙義山登りは止めて、赤城山と榛名山とへ登ること」にしたのは、芥川と藤岡の二人であり、井川と長崎は妙義 にも ったのは前に見た。必然的に伊香保の宿でくつろいだ は芥川と藤岡であっ 故か、伊香保の宿と帰途の出来事を記したのは彼ら二人である。藤岡の「一高卒業記念旅行」は「芥川は赤城路が脚に應え
）32
（たと言って
ひとり旅館に殘った。神社から旅館へ帰って見ると、彼は一 紳士と知り合いになってい 」と記して、 の『忘れられぬ印
象
）33
（
』
が
一高卒業記念旅行によって生まれ 作品である証左となってい
）34
（る。芥
川は、宿で出会った紳士を印象深く捉えている。全文を紹介する。
　
伊香保の事を書けと云ふ命令である。が、遺憾ながら伊香保へ
は、高等学校時代に友だちと二人で、赤城山と妙義山へ登つた序
ついで
に、ちよいと一晩泊つた事があるだけなんだから、麗々しく書いて御眼にかける程の事は何もない。第一どんな町で、どんな湯があつたか、それさへもう忘れてしまつた。唯、朧げに覚えてゐるのは、山に蔓
はびこ
る若葉の中を電車でむやみに上つて行つた事だけで
ある。それから何と 云ふ宿屋へとまつたら、隣座敷に立派な紳士が泊り合せてゐて の人が又非常に湯が好きだつたものだから、あくる日 朝から六度も一しよに風呂へ行つた。さうしたら
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 28 
腹の底からへとへとにくたびれて、廊下を歩くのさへ大
たい
儀ぎ
になつ
た。けれどもくたびれた儘で、安閑と宿屋へ尻を据ゑてもゐられないから、その日の暮方その紳士と三人で、高崎の停車場まで下つて来たが、さて停車場へ来てみると、我々の財布には上野までの汽車賃さへ残つてゐない。そこで甚恐縮しながら、その紳士に事情を話して、確か一円二十銭ばかり借用し 。以上の如く伊香保と云つても、溪山の風光は更に覚えてゐないが この紳士の記憶だけは温泉の話が出る度に必ず心 浮んで来る。何でも湯 中で話した所によると、この人は 人乗りの小さな自働車を製造したいとか云ふ事だ た。今日 新聞で見ると、乗合自働車はもう出来 さうである。が、一人乗の小さな自働車が出来たと云ふ噂はどこにもない。今ごろあ 紳士はどうしてゐる しら。
　
芥川は「紳士に事情を話して、確か一円二十銭ばかり借用した。 」
と語るが、芥川一流のデフォルメで、藤岡の「彼は四人
（ママ）
の切
符をも一緒に買って、吾々から金を受取らなかった」が真相であろう。　
藤岡の「一高卒業記念旅行」に芥川の『忘れられぬ印象』を対照さ
せると、芥川が伊香保の宿と帰途の出来事を記して余韻が残るように書いているのがわか 。 「ほかの生徒たちの作文とくらべて、芥川の作文は特に異彩を放つてゐると云ふほどのものではないけれど、讀んで見て何處となく一段と立ちまさつてゐるやうに感ぜられる。 」と評したのは中学一年生芥川の作文「修学旅行の記」を読んだ恒藤であ
）35
（る。
『忘れられぬ印象』にもそれは言えよう。元々持っていた素質もあろうが、何度も推敲した結果であろう。木下杢太郎が「芥川龍之介全集」と題して「彫蟲篆刻以て文を作った此作者が賣文 徒に伍して市
に其製品を鬻がなければならなかつたことは不幸であつた。 」と芥川の痛ましさを思いやった遺稿（ 「藜園雜記
）36
（」 ）も想起される。芥川はさ
り気なく書いているように見えるが、ここまで余韻が残るように運ぶのは難しい作業であったろ 。作家がどのように作品を創っていくか、そのプロセスが窺われる。　
芥川は人に魅力を与える人物であったのだろう。井川の「赤城の山
つゝじ」では、芥川 赤城での姿、藤岡の「一高卒業記念旅行」では、芥川の伊香保での姿 印象に残る。紳士も芥川に好感を抱いたから「朝から六度も一しよに風呂へ行つた」のであろう。 「紳士に事情を話して、確か一円二十銭ばかり借用 た。 」とデフォルメしているが、芥川は、律儀な人物 、切符を買って、金 受取ろうとし かったこの紳士にお礼状を書いている。芥川の友人宛書簡は、真情こめたものや読む者を愉快で楽しい心地にさせるも など、純粋で率直なものが多い。この大正二年の書簡は、友人から一転し 目上の人への漢詩を添え 候文であ
）37
（る。高校生とは思えぬ端然とした味わいと余情
が漂
）38
（う。　
伊香保にては温泉に浴せし爲疲労一時に出で到底一行に從つて
榛名に至るを得ざる事となり
　
且性來の情癖止め難くとうく何と
かごまかして獨り伊香保に殘り一行の歸り來る迄半日六回湯にはいり候所却つてへたへたに弱り
　
加ふるに外の連中より半日分餘
計に止 爲汽車賃宿賃をひきて殘餘金五錢となり愈
〃閉口致し
候東京に入りしは廿五
）39
（日の夜
　
それより殆どねて暮し候
　
淡雲微雨
屋檐の聲を半醒半睡の間にきくも東京の自分のうちにかへつた氣
29 　藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介
がししみじみしてうれしく候一律左に御覽に入るべく候　
臥間如縷雨
　
机上烹茶時
　
藤岡の「一高卒業記念旅行」によって、井川の「赤城の山つゝじ」
と芥川の『忘れられぬ印象』は一本につながった。 「赤城の山つゝじ」に代表される感のあった卒業記念旅行を、オーソドックスでバランスのとれた藤岡の「一高卒業記念旅行」によって考察した。上毛三山一つ榛名へ向かう伊香保の宿での 深い体験も記されている。この旅から芥川の『忘れられぬ印象』は生まれており、卒業記念旅行が彼らそれぞれに特別の思い出を与えていることに理解が届
）40
（く。これまで
森本修氏の言及があっ にも拘わらず、明治四十四年（一九一一）四月初旬の西川英次郎と 旅 されてきた芥川の『忘 られぬ印象』は大正二年（一九一三）六月下旬の卒業記念旅行で 藤岡との と確認できる。　
大阪市立大学学術情報総合センター恒藤記念室に『芥川龍之介全
集』未収録の芥川龍之介井 恭宛絵葉書（ 『恒藤 室所蔵資料目録（増補改訂版） 』 （
2015.3 ）資料
N
o.X
-A
101 ）が所蔵されている。
　
裏面が「榛名神社拝殿
V
iew
 of H
aruna Shrine
岸商店発行」と印
字された、表に短歌
うら若き都人あり
　
なみだして
　　
温泉の町に
　
夜の三味をきく
が記され、 「芥川龍之介
　
一九一三
　
六・廿四
　
伊香保にて」と認め
られている。芥川は藤岡ともう一泊した夜、温泉町伊香保の情緒に身
をゆだねた自分を詠ん
）41
（で、旅行後、井川に手渡したのであろう。芥川
のリアルタイムでの伊香保の作品が存在したのである。
五
　　
自己の確立
　
藤岡の『父と子』を通して、一高時代の交友のあり方を考察し
た。その過程で、井川（恒藤）の「赤城の山つゝじ」や「友人芥川の追憶」十四章、芥川の書簡には、井川と芥川が文学や絵画への繊細な感性を持ち、英国ウイリアム・ブレーク 銅版画やイタリアD
'A
N
N
U
N
ZIO
の小説
L
e vergini delle rocce
の英訳本
V
irgins of 
the R
ocks （
the m
aidens of the rocks P
age1906 ）や
M
y heart is in 
the H
ighland
と歌ったスコツトランドの詩人
R
O
B
E
R
T
 B
U
R
N
S
の
詩を通して、互いに触発されたり、したり、西欧文化への関心を強く持ち、新知識を受容し、貪欲に吸収、深めあって く様子が描かれていた。前稿では、一高の図書館にあった 訳のトルストイ全集を度々借りて読む藤岡がいた（一〇〇
 トルストイ全集と西洋哲学史） 。井川
も明治四十四年二月三日午后、一高「図書館にいってトルストイ全集をよむ」 （ 『向陵記』第二巻）
 。また、藤岡はベルギーのフランス語作
家メーテルリンクの『タンクシールの死』を読んでい （一〇五
 讀
書と觀劇） 。芥川が明治四十三年（一九 ）七月二十四日に読了した
M
aeterlinck M
aurice
の
Sister B
eatrice and A
rdiane &
 B
arbe- 
b
）42
（
leue
を、井川は
Sister B
eatrice
と
B
arbe-bleue
に分けて、それぞれ、
大正元年（一九一二 十一月に読んでい
）43
（る。
　
彼らはよく旅をし、本を読んだ。歌を作り、手紙を書き、漢詩を作
り、それらを通して学び深めあっていった。井川と芥川に文学や絵画
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 30 
31 　藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 32 
などの細やかな感性を通しての交流を見た。恒藤は「友人芥川の追憶」十章に、芥川の個性や思想 形成について「彼 精神的に著しく早熟だつた。後年彼の諸々の作品に盛られた内容の根柢を成す人生観的思想は、高等学校時代 後半期及び大学時代の初半期にすでに確立されてゐたことを想ふ。 」と指摘す
）44
（る。 『父と子』は、岩渕尋常小学校、
津島高等小学校、県立宇和島中学校それぞれ、終了時 まとめが付してあり、 「一高卒業記念旅行」には「高等學校三年間に私 精神生活は幾つかの新しい出発を遂げ 其一 個性の自覺とそ 深化とである。其二は……。其三は……。其四は……。而して……。 」とある。　
井川の藤岡へ餞けとした和歌一首
見ぬ國の春にあくがれ常陸野の大利根越えて君ひとり行く
は、純粋哲学に生きる道を歩んだ「理想主義者」 （ 『 友だ
ち
）45
（』 ）
藤
岡を象徴してい　
恒藤が浮き彫りにした一高時代の芥川像、 「茜色の燃ゆるやうな赤
城つヽじ」ではなく、枝振りやさしい 一杯に梢 張 て純白な花をこぼれるやうに笑か 居 山
やま
梨なし
の木と共に浮かぶ姿は、芥川の人生、
芥川の作品世界と響き合うように思われる。〈注〉（１）
 
井川恭は、大正五年十一月二十一日、恒藤規隆長女まさ（雅）
と結婚、恒藤姓となる。
（２）
 
関口安義『悲運の哲学者評伝藤岡蔵六』イー・ディ・アイ
2004.7 。同「一高の三羽烏」 『資料と研究』 （山梨県立文学館）第
14輯二〇〇九年三月、 『芥川龍之介新論』
2012.5 。拙稿「哲学者
藤岡蔵六と芥川龍之介」 『文学史研究』
54号（大阪市立大学国語
国文学会二〇一四年三月） 。
（３）
 
原注「本郷弥ヶ岡」は「本郷向ヶ岡」か。
（４）
 
その後の藤岡は、大正五年哲学科を首席で卒業、六年四月から
十年三月まで四年間、哲学科研究室副手、十年七月多くの先輩より先に文部省在外研究員として留学、同年九月コーエン『純粹認識の論理學』訳述を岩波書店から出版。ドイツのフライブルグ大学へ二年間在学しフッセル教授の下に哲学を研究（七〇
 快
活
）、
十三年一月帰国する。同年九月旧制甲南高校に赴任。
（５）
 
注
（２）
の拙稿。
（６）
 『改造』大正十 年十月、大見出し「新進の人、気鋭の人」のもとに掲載。 『芥川龍之介全集』第九巻
　
岩波書店
　
第一刷
1996･7
第二刷
2007･9
（７）
 
大阪市立大学恒藤記念室所蔵の原本に拠る。第四巻は、明治四
十四年十二月二十三日～四十五年六月十四日 『向陵記─恒藤恭一高時代の日記─』 （大阪市立大学大学史資料室復刻二〇〇三年三月）として翻刻されており、他は翻刻に拠った。一高入学、入寮の「第一巻」 （明治四十三年九月十一日～十一 二十九日）から卒業、京大進学までの「第八巻」 （大正二年四月十二日～十月二日）まである。
（８）
 『松陽新報』のマイクロフィルム版。山崎時彦編著『恒藤恭の青年時代』 （未來社
2003.10 ）の「第一部恒藤恭作品」にもあり。
引用はマイクロフィルム版に拠り、 「恒藤恭作品 も参照。 『大阪市立大学恒藤記念室所蔵資料目録』 （大阪市立大学学術情報総
33 　藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介
合センター編
2002.3 ） 「Ⅷ（
16）
Scrap-B
ook （一高時代作品集・
1912-14 ） 」にはナシ。
（９）
 『大阪市立大学恒藤記念室所蔵資料目録』 （大阪市立大学学術情報総合センター編
2002.3 「Ⅷ（
21）切抜貼込帖（
1915-17 ） 」７の
『松陽新報』切抜に拠った。７は『翡翠記』七節Ｆの手紙で、切抜貼込帖の
16～
18ページに当たる。本文は総ルビで、煩雑なため、
ルビは『袖珍翡翠記』井川恭著宍倉忠臣編及解説山陰中央新報社2004.5
に拠った。切抜には発表年月日が記されておらず、十五
節末尾、切
39ページに「八月十日」の記載あるのみで
掲載日は不明。現在、 『松陽新報』のマイクロフィルム版の所蔵が確認できるのは、国会図書館、島根県 図書館、島根大学図書館、出雲市立図書館であるが、このいずれも、 正四年一月から昭和二年三月は欠号となっている。
（
10） 
注
（５）
に同じ。
（
11） 
芥川も井川に対して同じような思いを抱いていたことが、一高
卒業直後の手紙に見える（大正二年七月十七日付井川恭宛芥 書簡
104注（
14）参照） 。
　　
井川君
　
君は自分が君を尊敬してゐることはしつてゐるだらうと
思ふ
　
けれども自分が如何に君を愛してゐるかは知らないかもし
れないと思ふ
　
我々の思想は隅の隅迄同じ呼吸をしてゐないかも
しれない
　
我々の神経は端の端までもつれあつてはゐないかもし
れない
　
しかし自分は君を理解し得たに近いと信じてゐるし君も
又こ を信じて欲しいと思つてゐる
　
一緒にゐて一緒に話してゐ
る間は感じなかつたが愈々君が京都へゆくとなつて見 と自分は
大へんさびしく思ふ
　
時としては悪み時としては争つたが矢張三
年間一高にゐた間に一番愛してゐたのは君だつたと思ふ
（
12） 
鑛と鉱など旧字と新字が混在しているが、原文に従う。
（
13） 
藤岡は、尋常小学校の頃から姉たちに時折は渡辺霞亭の歴史小
説を読んでもらい（二四
 小説朗讀）
、高等小学校三年生の時、先
生の歴史の話に感激して概要を一文に綴り提出する（五九
 兵
頭
先生）ような少年であった。坂下亀太郎著『絵入幼年讀本』 （幼年全書第六編） （博文館
 明
治
二
十
六
年
六
月
）
の「
八
幡
太
郞
義
家
」
（
1039
─
1106 ）はその歌を結びとし、義家が馬上で散りゆく桜を
詠む姿を挿絵として「八幡太郞の逸事として知らざるべからず序に之を掲げし」 附言し、落合直文小中村義象合著『
家庭教育
歴史讀本
卯花月夜』 （博文館
 明
治
三
十
年
九
月
）
の「
名
古
曾
の
關
源
義家の事蹟」は、義家の歌を冒頭においてその 蹟を語り始める。『絵入幼年讀本』の初句「吹く風は」 、 『卯花月夜』の結句「山さくら花」と異同はあるが、義家の歌は周知のこと ろう。
（
14） 『芥川龍之介全集』第十七巻
 岩波書店
 第一刷
1997･3
第
二
刷
2008･5 。十七巻は、書簡Ⅰで明治三十八年（一九〇五）～大正四
年（一九一五）までを収める。
（
15） 「芥川龍之介のこと──西川英次郎氏の談話から──」 （昭和四十五年十月十二日談） （森啓祐『芥川竜之介の父』桜楓社
 昭和四
十九年二月）
（
16） 
○浅間山登山─府立三中四年の明治四十一年七月二十四日～八
月一日。○赤城山登山─ 高 年の春休み。 「紀行日記（斷片）Ⅷ赤城山（ノォト） 」 『芥川龍之介未定稿集』 （岩波書店
 昭和四十
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 34 
三年二月）も、 「青麥」 「桑畑」 「菜の花」 「春蠶」 「桃畑」など春の風物、 「われらの眼には新なり」という表現、 「雪に掩はれたる外輪山の一角を見る。雪の色白く鮮なり。 」と残雪深い赤城山の描写等この時の体験であろう。○日光塩原行─一高二年の同四十四年十月十四・十五日。○富士 裾野半周─同四十五年四月上旬。
（
17） 『文藝春秋』大正十五 四 ～昭和二年二月連載の、全四十四篇中、 「日本海々戦 柔術・西川英次郎」の三篇は昭和二年一月発行の第五年第一号に掲載。 『芥川龍之介全集』第十三巻
 岩波書
店
 第一刷
1996･11
第二刷
2008･1
（
18） 
注（
15）に同じ。
（
19） 
村田
祐
治（
1864-1944 ）一高の英語教授。大正五年十二月十二日
に青山斎場で行われた夏目漱石の葬儀では芥川の右に座っていた（ 「葬儀記」 『新思潮』 「漱石先生追慕号」大正六年三月『芥川龍之介全集』第二巻
 岩波書店
 第一刷
1995･12
第二刷
2007･2 ） 。
（
20） 
河合榮治郎（
1891-1944 ） 。芥川の府立三中の二年先輩で、一高、
東大と進み、後 東大教授になった経済学者。芥川の一高入学に際し、その学才と人物を見込み、三中の先輩から伝承のドイツ語独習書を贈り、更にこれを一高に入学する後輩に引き継がせるよう依頼した（明治四十四年三月 十五日付小野八重三郎宛 書簡
59） 。三中の校友会雑誌『学友会雑誌』 （第一五号一九一〇年二
月）に書いた芥川の「義仲論」は、河合の「項羽論」 （ 友会雑誌』第一一号一九〇七年一二月）を意識していた。
（
21） 
この文以降の四人はすべて井川・長崎を除いた芥川・藤岡二人
の誤りである。 「芥川は赤城路が脚に應えたと言ってひとり旅館
に残った。 」は二十四日、 「上野櫻木町の人で、今日自分も東京へ帰る」は二十五日のことであろう。
（
22） 『大阪市立大学恒藤記念室所蔵資料目録』 （大阪市立大学学術情報総合センター編
2002.3 ） 「Ⅷ（
16）
Scrap-B
ook （一高時代作品
集・
1912-14 ） ） 」
36～
40ページの『松陽新報』切抜。 『松陽新報』
のマイクロフィルム版、恒藤恭『旧友芥川龍之介』 （朝日新聞社1949.8 ） 、 『向陵記─恒藤恭一高時代の日記─』 （大阪市立大学大
学史資料室復刻二〇〇三年三月）の「参考資料」 、山崎時彦編著『恒藤恭の青年時代』 （未來社
2003.10 ）の「第一部恒藤恭作品」
にもあり、確認。引用は『松陽新報』切抜に拠る。 『旧友芥川龍之介』所収「赤城の山つゝじ」は、短歌を省略、龍之介君を芥川太郎君を長崎など、人物呼称に異同がある。
（
23） 
恒藤恭『旧友芥川龍之介』 （朝日新聞社
1949.8 ）所収。戦後、
世の中が落ち着きはじめて執筆されている。
（
24） 『近代文学鑑賞講座
　
第十一巻
　
芥川竜之介』吉田精一編
 角
川
書店
1958･6
（
25） 
後に「芥川龍之介のことなど」 、 「赤城の山つゝじ」と共に『旧
友芥川龍之介』に収録された。
（
26） 「井川君に献ず」とする詩四篇の「Ⅳ希望」の最後、二連に
　　
こんどこそよい子を生まうと
　　
自分の未来を祝福して
　　
私は部屋 すみに立止まる
　　
ウイリアム・ブレークの銅版画の前で
 
（大正四年九月十九日付井川恭宛芥川書簡
199）
35 　藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介
　　
など、芥川はブレークの銅版画を好んだ。
（
27） 「前の年の春休みのころ、まだ湖
畔
が雪にうもれてゐる折りに
彼は來たことがあるのだつた。 」が、 「前々年の春休み」明治四十四年であることは「三追憶の赤城」で見た。
（
28） 「十 章」の挙掲の文章の前に「あまり長くなつたから大抵にして稿を了したいと思ふ。 」とあり、 「十五章」は短い結びの文章なので、実質恒藤にとっても一高卒業記念旅行を語る「十四章」が一高時代の芥川を語る最後 章で 。
（
29） 「逸楽の子」 「犠牲（罪なき者） 」 死の勝利」よ 成る三部作
「薔薇のロマンス」は完成したが、 「百合のロマンス」は「巌上の三処女」 、 「柘榴のロマンス 「生 焔（焔） 」一作にとどまった。九冊の内、完成 たのは五冊で、芥川は英訳ですべて読んでい ことになる。また、大正二年九月廿八日に購入したD
A
U
G
H
T
E
R
 O
F
 JO
R
IO
は同年十二月一日に読了、挙掲の書簡
本文の後に「
G
IO
C
O
N
D
A
の英訳もある筈なれど之は今品切の
由に候この作者の作も独訳の方 ずつと沢山出て居り候」とある独訳
D
ie G
ioconda E
ine T
ragodie （
1899 ）を同三年七月五日に
読了。同元年九月二十七日に始まった
D
'A
nnunzio
の読み納めで
あった（倉智恒夫「芥川龍之介読書年譜─英・露・独・北欧文学関係図書─」 『現代 学』
27号『現代文学』編集委員会
1983･6 ） 。
（
30） 
L
e vergini delle rocce
の英訳は
V
irgins of the R
ocks
であ
り、 『向陵記』参考資料「一 一 （明治四五）年読書リスト及びその原本（恒藤記念室所蔵資料番号

その他
45［ノート］ ）
も「
53D
'A
N
N
U
N
ZIO
 V
irgins of the R
ocks 」とある。しか
し、 「赤城の山つゝじ」は、先に注（
22）で見たように恒藤（井
川）が目を通したであろう『旧友芥川龍之介』所収のものも含めて、すべて
V
irgins on the R
ocks
と
of
でなく
on
である。読書
リストには
50D
'A
N
N
U
N
ZIO
 T
he V
ictim
 51D
'A
N
N
U
N
ZIO
 T
he 
T
rium
ph of D
eath
もあり、 「死の勝利」は、井川も「罪なき者」
と共に読んでいる。なお、井川 読了した
D
'A
nnunzio
は読書リ
スト及びその原本 拠ると、大正元年十月の三冊のみである。
（
31） 「それから五年生（ママ）の時でしたか、その頃クラスではやった夜行 いうことをやったことがあります。この時 同級生の長島・中塚・木本・中 ・神山・芥川と私とで一行七人、夏の夕方五時頃市電の終点新宿で下り 街道を西へあるき始めました。夜どうし休まず歩いて朝になり、ひる間も歩きつづけて、夕方で二十四時間高尾山の一つ先の御嶽の山上の宿ま 歩きつづけたことがあります。今と違って夜道は車も何も通りませんから 大声でしやべったり歌を唱ったりして歩き続けた訳です 」 川英次郎「回想」 （両国高校八十年編集委員会編『両国高校八十年』両国高校創立八十周年記念協賛会
1982･3 ）両国高校の前身は府
立三中である。
（
32） 「赤城の山つゝじ（一） 二） （三） 」同（四） 」同（五） 」による
「赤城路」の行程は、 「足尾鉄道の上神梅で下車、赤城山の大黒檜と地蔵が嶽との間の外輪山の凹みまで五里、外輪 角から湖畔
の宿まで七八町、宿泊」 「翌朝、大黒檜山頂上まで三十町、帰
宿、朝食」 「前橋まで七里、電車 伊香保、宿泊」であり、往復（五里＋七八町＋三十町×２＋七里）十三・九里、 「一里」は三十
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 36 
六町で約３・
93㎞。二十二、二十三の二日間に約
55㎞歩いた訳で、
芥川ならずとも「脚に應えた」であろう。
（
33） 『芥川龍之介全集』第五巻
　
岩波書店
　
第一刷
1996･3
第二刷
2007･5
（
34） 「高等学校時代に友だちと二人で」に拠るのか、 『芥川龍之介全集』第五巻注解（中島礼子）は、 『忘れられぬ印象』を「一九一一年四月一日からの二学期終了の試験休み 西川英次郎とでかけ、六日に赤城山山頂に達した」とし、関口安義、庄司達也編『芥川龍之介全作品事典』 （勉誠出版
2000.6 ）の「忘れられぬ印象」
（阿部寿行）も「一九一一年四月の一高の試験休みに、友人西川英次郎と伊香保 旅行している。 」とする。芥川の「妙義山」は「榛名山」であろうが、一九一一年四月の赤城行きでは伊香保まで行っていない。残雪の深い四月初めの赤城 、芥川の「山に蔓
はびこ
る若葉の中を電車でむやみに上つて行つた」はそぐわない。藤岡の「初夏の薫風に送られて」が相応しい。森本修氏も季節の違いによるのであろう、恒藤の「赤城の山つゝじ」を論じて、 「の「忘れられぬ印象」 （伊香保み げ大八・八）は、この旅行の帰途 出来事を描いたものである。 」 （ 「恒藤恭著旧友芥川龍之介」『解釈と鑑賞』
33（３）
1968.2 ）とし、六月下旬の一高卒業記念
旅行について、 「龍之介は、こ 旅行の帰途の出来事を「忘れられぬ印象」 （ 伊香保みやげ」大８
･
８）と題して書いている」
（ 『新考・芥川龍之介伝』北沢図書出版昭和四十六年十一月）としておられる。
（
35） 
恒藤恭「中学生芥川龍之介の作品」 『図書』
1949.12 。 「修学旅行
の記」は、後『芥川龍之介全集』第二十一巻
　
岩波書店
　
第一刷
1997･11
第二刷
2008･9
所収。
（
36） 『文藝』第二巻第十一號
　
昭和二十年十二月、著者自筆稿（単
行本 藝林閒歩』の束
つか
見み
本ほん
にペン書き）を底本とする『木下杢太
郎全集』第二十五巻（岩波書店
1983.5 ）に拠る。芥川と、七歳
年長の杢太郎（
1885-1945 ）との出会いは、杢太郎の回想「芥川
龍之介君」 （ 学 昭和九年 月）と「大正三年一月廿九日付山本喜誉司宛芥川書簡
138」に拠ると、大正三年一月に芥川が『新
思潮』の表紙画を描いてもらうために東京帝国大学病院皮膚科医局勤務の杢太郎を訪れた時である。
（
37） 「書簡補遺」 （宛名未詳〔明治四十四年頃（推定） 、東京から。未投函、草稿。 〕 ）葛巻義敏編『芥川龍之介未定稿集』 。編者推定の「明治四十四年頃」は、西川との四月初めの赤城登山を想定してであろうが、書簡の「一行」 「外 連中」は仲間。ひとかたまりの人々を表し、二人旅には使うまい。 「朝から六度も一しよに風呂へ行つた」と「半日六回湯に いり候」との内容の一致から、大正二年六月の藤岡「一高卒業記念旅 と芥川『忘れられぬ印象』に描かれる、紳士に出そうとした書簡と推定さ る。
（
38） 
芥川には漢文の素養があった。三中時代の学力について、吉田
精一氏は「彼の学業は優秀だつた。ことに家庭で和漢の古書などに讀み馴れてゐた爲に、漢文 力は抜群だつたさう ある。 」記す（ 『芥川龍之介』三省堂
　
昭和十七年十二月） 。 「小学校へは
いった時から、この お師匠さん」の一人息子に英語と漢文と習字とを習った」 （ 『追憶』 「学問 ）芥川は、一高時代には明治四十
37 　藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介
五年（一九一二）一月一日付山本喜誉司宛
77・井川恭宛
78を初め
とする漢詩を書き込んだ書簡を送った。大正元年（一九一二）十二月三十日付小野八重三郎宛
98、二年十二月九日付淺野三千三宛
132など。当該書簡は、
98と
132の間に位置付けられるが、山本・井
川は同級生、小野・淺野は府立三中・ 高の後輩であり、目上の紳士宛に投函したかは不明である。
（
39） 
旅程を確認した恒藤の「芥川龍之介のことなど」四十章にも
「二十四日は榛名山に登つた。その翌日、芥川と藤岡とは帰京し、長崎と私との二人 妙義山から軽井沢にま つた上帰京した。 」とある。 「年譜」 （ 『芥川龍之介全集』第二十四巻）大正二年六月二十六日条に、恒藤恭『旧友芥川龍之介』を典拠として、 「藤岡蔵六とともに帰京する。井 恭、長崎太郎は、妙義山から軽井沢に向かった。 」とあり、二十五日でないのは不審である。
（
40） 
卒業記念旅行は、芥川にとっても特別の思い出であった。 『蚊
帳の中の蚊─夏の旅の思ひ出─』という小品もある（ 『文章倶楽部』大正六年八月） 。
　
夏の旅の思ひ出と言つても、碌
ろく
な事はありません。四五年
前まだ一高の生徒だつた時分に、信州や甲州を歩きまはつた揚あげ
句く
、前橋から上野までの汽車賃が足りなくなつて、知らな
い人に七十銭借りた事があります。　
その人は一人乗り 自動車を発明するとか云つてゐました
が、未
いまだ
にそんなものゝ出現しない所を見ると、大方うまく行
かなかつたんでせう。
　　
『芥川龍之介全集』第二巻注解（酒井英行）は、 「 「信州や甲州」
云々の旅は、東京府立第三中学校在学時の、一九〇八年のものである。 」とするが、一九〇八年夏の信州や甲州の旅、すなわち「三追憶の赤城」で見た浅間山登山の旅は、軽井沢から上野への汽車で帰っている（ 「丹波山・上諏訪・浅間行」 『芥川龍之介未定稿集』 ） 。これは朧化表現であり、 「一高の生徒だつた」大正二の卒業記念旅行の帰途、前橋（高崎『忘れられぬ印象』 ）から上野までの思い出 あろう。
（
41） 
芥川には、この短歌の翌大正三年十月一日発行『心の花』に
「若人（旋頭歌） 」の表題で掲載された旋頭歌十二首がある（ 『芥川龍之介全集』第一巻
　
岩波書店
　
第一刷
1995･11
第二刷
2007.1 ） 。その冒頭一首は伊香保での作を深めている。芥川一
個人の体験をこえて、若人 心象風景へと拡がりを見せている。 
（ 「若人（旋頭歌） 」冒頭の歌）
うら若き都人こそかなしけれ。失ひし夢を求むと市
まち
を歩める。
 
（伊香保での短歌）
うら若き都人ありなみだして温泉の町に夜の三味をきく
（
42） 
倉智恒夫「芥川龍之介読書年譜─フランス文学関係図書─」
『比較文学研究』
43号（東大比較文学会
1983･4 ） 。
（
43） 
井川の注（
30）読書リストに
58M
aeterlinck Sister B
eatrice 、
63M
aeterlinck B
arbe-bleue
とある。芥川は、注（
11）に引用し
た手紙（大正二年七月十七日付井川恭宛芥川書簡
104）で、 「二年
の時僕が寮へはいつて間もなく」井川の寮室の机上にふらんす語のマーテルリンクがあり、 （其時まだ僕は君がふらんす語が出来る事をしらなかつた）と語るが、井川の読書リスト原本の大正二
藤岡蔵六『父と子』と恒藤恭、芥川龍之介　 38 
年五月に
20M
aeterlinck A
glavaine et S
élysette
と、確かにフラ
ンス語の
M
aeterlinck
がある。
（
44） 
注（
25）に同じ。
（
45） 『中央公論』大正十四年二月、 『芥川龍之介全集』第十二巻
　
岩
波書店
　
第一刷
1996･10
第二
　
恒藤家には、大阪市立大学学術情報総合センター『恒藤記念室所
蔵資料目録（増補改訂版） 』 （
2015.3 ）資料
N
oX
-A
101
の公開許可
をいただいた。記して深謝の意を表したい。
